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HOT TOPIC
僧帽弁閉鎖不全症（MMVD）の食事管理

僧帽弁閉鎖不全症（MMVD、僧帽弁粘液腫
様 変 性 ）は 犬 に 最 も 多 い 心 臓 疾 患 です。
MMVDを有する犬の心臓の健康に重要な役
割を果たす具体的な栄養素について見ていき
ましょう。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 犬のMMVDはどのくらい多いのですか？

かかりつけ医などの一次医療機関を受診する犬の10頭に
1頭は心臓疾患が認められます。犬の後天性心疾患で最
も多いのは僧帽弁閉鎖不全症（MMVD）です。

特に罹患しやすいのは高齢で体重20 kg未満の小型犬腫
ですが、大型犬種でも認められます1,2。

MMVDを有する犬は、疾患が進行するまで健康そうにみ
えます。早期のMMVDは通常、定期健診でその特徴的な
左心尖部雑音が聴取された場合に発見されます。
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栄養はMMVDの犬にどのように役立ちますか？

MMVDの栄養管理に関するガイドラインはあ
りますか？

早期MMVDの犬に対する栄養介入は有用です
か？

健康な哺乳類の心臓は、心筋のミトコンドリアによるエネルギー
産生を長鎖脂肪酸に大きく依存しています。

脂肪酸の酸化

心筋のミトコンドリア

ATP

心臓の収縮

早期MMVDを有する犬では、心臓でのエネルギー産生効率が低
下し、酸化ストレスや炎症が増加することが研究で示されていま
す3。

このため、すべてのペットが必要とするバランスのとれた総合栄
養食に加えて、MMVDの犬ではミトコンドリアの補助、エネル
ギー代謝のサポート、酸化ストレスや炎症への対処、心臓の全
般的な健康をサポートする栄養素も重要になってきます。

 ■ ステージCまたはDの犬がうっ血性心不全を発症した場合、
以下に従って心臓の心負荷の軽減および臨床徴候の管理を
行うことが推奨の目標とされています。

 ■ 体液貯留を軽減するため、中程度のナトリウム摂取制限
を行う。

 ■ 悪液質のリスクを低減するため、十分量のタンパク質と
カロリーの摂取を維持する。

 ■ 利尿薬使用に起因するカリウム濃度の低下をモニターす
る。

 ■ 炎症を軽減するためオメガ-3脂肪酸を補充する。

米国獣医内科学会（ACVIM）のコンセンサスガイドラインでは、
MMVDを有する犬を、臨床所見と心エコー評価に基づいて4つ
のステージのうちの1つに分類しています。各ステージにおける
心臓の変化や臨床徴候の重症度は、治療や栄養管理の推奨と
関連づけられています1。
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推奨なし 推奨なし 軽度のナトリウム制限。
最適なボディコンディ
ションを維持するための
カロリーとタンパク質。
嗜好性の高い食事。

中程度のナトリウム制限。
十分量のカロリー／タンパク質を維持。

嗜好性の高い食事。
過剰または欠乏（カリウム、マグネシウム）を

モニター。
オメガ-�脂肪酸の補充を検討。

CHF（うっ血性心不全）
の既往歴または
現病歴

治療に不応なCHF

 ■ ステージB2の推奨には、心負荷を軽減するための軽度のナ
トリウム制限、ならびに最適な体重やボディコンディションを
維持するための十分なタンパク質とカロリーの摂取が含まれ
ています。

ACVIMの推奨は臨床徴候およびMMVDによる合併症の管理に基
づいています。一方で、心不全を発症する前に代替エネルギー
源や他の補助的な栄養素を供給するといった適切な栄養管理が
心臓そのものに有益である可能性が新たな研究によって示唆さ
れています4-8。

心臓の健康をサポートするアミノ酸

代替エネルギー源としてのMCT

酸化ストレスを軽減する抗酸化成分

抗炎症物質としてのオメガ-�脂肪酸

正常な心機能を保つためのマグネシウム

MMVDの犬において、代謝やトランスクリプトームの変化に対処
するために処方された、心臓を保護するための栄養素の配合は、
早期MMVDの犬を対象とする6ヵ月にわたる食事介入試験で、
心機能改善および進行遅延に対する有効性が示されました7,8。
相乗作用を有するこの配合には以下が含まれています。

 ■ 中鎖脂肪酸やケトン体のような代替エネルギー源の元になる
中鎖トリグリセリド（MCTs）

 ■ 炎症を軽減するのに役立つオメガ-3脂肪酸（EPAおよびDHA）

 ■ 心臓の健康をサポートする主要アミノ酸（タウリン、メチオニ
ンおよびリジン）

 ■ 酸化ストレスを軽減するためのビタミンEをはじめとする抗酸
化成分

 ■ 心臓の健康や機能に重要なマグネシウムなどのミネラル
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